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春だ、とこの月刊 新次元のあとがきだけでも 5回以上は書いた。 

ということは、もう 5年目ということだな。 

 

新型コロナがようなく沈静化の兆しを見せ始めた。 

まだまだ分からんが、ちょっとキツ目の風邪、くらいになるなら 

仕方がない。これこそ随分前に聞いた with コロナというものか。 

いろんな罪悪や業火とともに過ごしている日々だ。 

風邪くらいになるならば同居を許してやる。 

 

今回は、詩集史以外の平成詩史のための覚書を小特集した。 

時間をかけて、それぞれの書き手に、ポエトリーリーディングや 

ネット詩の歴史を振り却っていただいた。 

里宗巧麻・川原寝太郎・モリマサ公はいずれもポエトリーリーディング史の主人公の一人で 

澤あづさと渡辺八畳はどちらもネット詩の重要なサイトに関った当事者である。 

彼らの証言は詩集中心の詩史を相対化する重要なものである。 

 

前回から新たに加わった枯れ葉も 2作目。連載の海に漕ぎ出した。 

大畑読書日記も 3回目になった。レギュラー陣も元気で、ますます充実である。 

 

次号も期待されよ。 

 

                       平居謙 


